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　自衛隊を退官した俺は、長年構想を練
っていた「百姓侍村」の創設を考えてい
た。「百姓侍村」とは、その名の通り、
サムライつまり日本の戦闘者たちによっ
て運営される百姓の村だ。俺たち日本人
の祖先が、長い歴史の中で汗水たらして
作ってくれた日本の国土と文化。祖先の
思いを引き継いで、さらに豊かな日本を
つくり上げるために日々全身全霊を尽く
す。そこに家族愛、郷土愛そして国を愛
する気持ちが醸成される。その大切なも
のを物理的にあるいは思想的に破壊する
者らを滅殺する。それが日本を守りぬく
日本の戦闘者の使命だ。靖国の英霊たち
が生をとして戦い守ろうとしたのは、家
であり郷であり天皇陛下と国民で作り上
げてきた日本だ。主権とか、領土とか、
国民なんて言う外国人が発明したような
薄っぺらいものではない。今の日本は、
その一番大事なところがすっぽりと抜け
落ちてしまって、日本人でありながら日
本のことを何も知らない。そんないかさ
ま日本人が、本当の日本を守れるはずも
ない。
　本当の国防に従事するためには、われ
われ日本人の祖先がそうしてきたように、
日本の国土に根差し、その土地の自然と
そこに生きる人 と々生を共にし、歴史を共
有し、共に将来を築く。そのような生き
方をしようと考えていた。
　そこで、周りの同志に声をかけてみた
ところ、それなりの者たちが賛同してく
れた。ところが、いくつか問題があった。
その第一は、ピンと気に入る土地が見つ

からないことだった。10年近くかけて田
舎の秋田、関東一円や北陸、信州、東海
まで足を伸ばして捜し歩いたが、予想以
上に日本の国土の非日本化が進んでい
た。いわゆる伝統的「在所共同体」と言
われる日本の村落が見つからなかったの
だ。例えば、俺の田舎秋田県大館市。荒
谷家が先祖代々住んでいた大葛金山とい
う部落は完全に解体して存在していな
い。それどころか在所共同体をつくる基
盤すらない。もちろん、俺一人でそこで
山林を開拓し生存自活することはでき
る。しかし、それは日本の再生とはまっ
たく関係のない、今どきの個人主義的ス
ローライフになってしまう。定年後の田
舎暮らしのような、自分の人生だけを楽
しむことなどしたくない。あくまでも、
伝統的日本の集落をつくり、日本の再生
の基盤とすることが目的だ。その村を運
営すること自体が日本の防衛でなくては
ならない。
　第2の問題は、俺と共に村を作ろうとい
うやつは皆戦闘者ばかりだった。それは
それで頼もしいし、戦闘やサバイブしてい
くのは最高の百姓侍村なのだが、伝統的
日本の共同体創りには適さない。周りの
人達から完全独立した戦闘者の村になっ
てしまってはまずい。これでは日本再生の
基盤足り得ないということに気づいた。
　そうしているときに、明治神宮武道場
至誠館2代目館長の稲葉稔から館長を引
き継がないかという話が来た。最初は断
った。というのも、俺は戦闘者ではある
が、戦闘をしない現代的武道家ではない。

俺は、戦闘者に対し戦闘精神と戦闘技能
を教育訓練することはできるが、一般人
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に武道の技を教えるような
能力はなかった。しかし、よくよく考え
ると、明治神宮に奉職するということは
明治天皇に仕えることになる。これは、
日本の戦闘者としては誉であり、天皇陛
下に忠を尽くす日本の戦闘者としての正
しい在り方であった。また、武道を通じ
て戦闘者以外の人々とのつながりもでき
るであろう。いろいろ考えた結果、俺は
明治神宮至誠館館長の職を受けることに
した。
　平成20年、明治神宮に奉職し、翌21
年10月、正式に明治神宮武道場至誠館館
長となる。明治神宮武道場至誠館は、明
治神宮御祭神明治天皇の大御心に副い奉
る国民の精神養成を目的としており、ま
た武道場創設にかかわった葦津珍彦先生
の影響もあり、武術だけではなく「武学」
を教育することを特徴としている。その
武学担当師範であったのが、俺を自衛隊
へと導いてくれた島田和繁先生であっ
た。島田先生とのご縁で、20歳から至誠
館に通いだした俺にとって「武学」は、
俺の生き方を考えるうえでとても大事な
ものであった。至誠館には、「武学」の
他に実技科として「弓道科」「柔道科」「剣
道科」「武道研修科」がある。また、全
日本弓道連盟の本部道場も兼ねる弓道施
設を有しており、弓道においては名実と
もに日本を代表する道場である。
　至誠館館長となった俺は、「武学」を
担任し、また、「武道研修科」で剣術と
体術等を教えることにした。「武道研修
科」というのは、合気道と鹿島神流を指
導する科だ。武道研修科の門人は、初代
館長田中茂穂が至誠館館長就任以前から
指導していた東京大学、中央大学、専修
大学等の合気道部の学生及びOB・OGが
大多数を占めており、一般社会人の門人
は少なかった。俺が館長就任後、一般社
会人の門人数は増えたが、自衛官門人は
ほとんどいない。
　そこで俺が館長としてできることの一
つとして、至誠館において日本の戦闘者
を育てることにした。明治神宮の御祭神
明治天皇は、西郷南洲翁や山岡鉄舟など
と言った無類の日本の戦闘者がお世話を
した天皇で武人の気質を有していた。ま
た、日本陸海軍軍人に対し軍人勅

ちょく

諭
ゆ

を渙
かん

発
ぱつ

して「朕
ちん

はお前たち軍人の総大将であ
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と頼み、お前たちは朕を
頭首と仰ぎ、その親しみは特に深くなる
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神の恵みに応じ、代々の天皇の恩
に報いることが出来るのも出来ないの
も、お前たち軍人がその職務を尽くすか
尽くさないかにかかっている。我が国の
威光が振るわないことがあれば、お前た
ちはよく朕とその憂いを共にしなさい。
我が国の武勇が盛んになり、その誉れが
輝けば、朕はお前たちとその名誉を共に
するだろう。お前たちは皆その職務を守
り、朕と一心になって、力を国家の保護
に尽くせば、我が国の人民は永く平和の
幸福を受け、我が国の優れた威光は大い
に世界の輝きともなるだろう」とまでお
っしゃった天皇だ。その明治天皇を祀る
明治神宮の武道場に自衛官が集い、日本
の戦闘者としての心身を鍛錬すること
は、さぞかし御祭神がお喜びになること
だろう。とはいっても、至誠館の指導者
も門人もみな一般人で自衛官の体力をフ
ルに発揚した戦闘者の育成できる環境で
はなかった。そこで、俺の舎弟の本物の
戦闘者である稲川義孝を指導員に入れ、
自衛官の稽古時間「自衛官クラス」を新
設した。「武学」で日本精神を学び「自
衛官稽古」で身体を鍛える。これは自衛
隊の中でもできていない本物の日本の戦
闘者を育成するための場となった。
　そのうち、参加していた自衛官からの要
望で、自衛官としての能力向上に直接つ
ながるように、道場ではなく実際の山林
地形を利用した場所での稽古を開始する
こととなった。これが、現在も続いている
自衛官合宿の始まりである。奥多摩の山
中、使えるのは自分の心と体だけの対抗
方式による終日の戦い。任務を達成する
ためにチームワークと戦術と技能・体力・
知力そして精神をフル稼働させて行動す
る。サバゲーでやっているペイント弾や
BB弾が、タックルで
あり蹴りであり鉄拳
だ。行動エリアは数
十キロに及ぶ。しか
もゲームではなく、

自衛官として実任務に直結するための能
力向上を目的としているので実戦同様ル
ールはない。自分たちで見積もりをし、自
分たちで計画を立てる。頭も体力も使う
し痛みも伴う。夜間の山中は命のリスク
も伴うので自分たちで安全管理も考えな
くてはならない。自衛隊の演習のように何
から何まで管理された枠組みはないので、
結果は戦ってみないとわからない。本気
度と緊張度が違う。そしてなにより、最後
の戦闘結果の評価と教訓化は、全て自ら
が行う。人から褒められてうき上がったり、
人から非難されてしょぼくれたりするよう
じゃ話にならねえ。人が何と言おうが、
自分が満足するまで自分を鍛えぬく。日
本を守る戦闘者としての実力は、常に自
己の責任において育むものである。
　自衛官の中には、国を守る責任感もな
く愛国心もない者がいる。このような自
衛官は、当然、戦闘者としての自覚もな
いので実力をつけようともしないし、日
本を守るための実戦のことなど考えよう
ともしない。唯々、だらだらと大過なく
定年を迎えることだけを考えている。自
分が全く国民の負託にこたえていないこ
とを棚において、まじめに国を思い寸
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を惜しんで実力を養おうとする自衛官を
変人扱いし、お前は右翼かなどと服務指
導をする。こんな腐った自衛官だらけの
中でも、自衛官合宿に来る自衛官は、国
を愛し国を守るために休暇を惜しんで自
己の能力の向上を図ろうとしている。国
民が期待しているのは、このような自衛
官である。彼らこそ、現代の日本の戦闘
者である。俺は、自衛隊を辞めた後も、
明治神宮至誠館の館長として、こいつら
のために力になれることができてうれし
かったよ。荒谷 卓（あらや たかし）

生年月日：昭和34年秋田県出身
略歴：昭和53年東京理科大卒、陸上自衛
隊に入隊、第19普通科連隊、調査学校、
第1空挺団、第39普通科連隊、陸上幕僚
監部防衛部、防衛局防衛政策課戦略研究
室等に勤務。平成16年特殊作戦群初代群
長に就任。平成20年依願退職（1等陸佐）。
海外留学：ドイツ連邦軍指揮大学及び米
国特殊作戦学校。
平成21年9月〜30年10月、明治神宮武道
場至誠館館長。
平成30年11月三重県熊野市に「国際共
生創成協会：熊野飛鳥むすびの里」設立、
代表を務める
著書：『戦う者たちへ』『サムライ精神を
復活せよ』『特殊部隊vs.精鋭部隊─最強
を目指せ』並木書房／『自分を強くする
動じない力』三笠書房
熊野飛鳥むすびの里のHPアドレス　
https://musubinosato.jp/

国際共生創成協会 熊野飛鳥むすびの里
代表：荒谷 卓

「感性の開発」。目・耳・鼻・皮膚さらに霊感感覚
を開放し、心と体全てで自然（周囲の環境）を素
直に感じる。

「戦いの理の例」。体による先手で相手の攻撃を引
き出す。

自衛官稽古恒例の『全員に勝つまで終わらない相撲』の1シーン。右が筆者。
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真剣による稽古。
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